










































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































坪数銅産額 山銅産額 銅産額 山銅産額
1898年 1917年557.1 405.2 １．０２３ 2.683.4 1.804.2 １．９０６
9９ 465.2 825628.8 1８ 1.996.6 1.606.4 １．９０６
1900 １．０２４416.6 289.0 1９ 2.010.1 1.906２．０１０．１
0１ 426.0 343.7 1.024 ２．２７６．１1920 ２．２７６．１ 3.510





























































































































































































































































































































































































































































職坑 ヲ統理シ，金銭ヲ出収シ･・・・工夫 万事総計算正スルノ任｣)，坑腱宝館事務章程｣より作成。零頭 鋪課(｢職掌ハー鉱山中ノ源根職坑
機軸ニシテ坑中一切ノ事務ヲエ夫
担任スルノ重任｣),製鋪課(｢職
掌ハ鉱物ノ理学ヲ適用スル者ニシテ…･撰鉱焼鉱及鋳鉱精製ノ行業可否二注
目シ之ヲ司ドルノ任｣)，営繕課(｢職掌ハー鉱山中ノ土木建築井二運動ノ機器
ヲ司ドルノ任｣),調進課(｢職掌ハー鉱山中日々ノ必要物ヲ弁与スルノ任｣)の５
つの課を持っている点に注目する。各鉱山の経営は名称こそ様々であるが，
会計，採鉱，製錬，労務の４課制が基本で，尾小屋は別に営繕・調進課とい
う２つのセクションをつけ加えていた。坑夫管理の面が欠除しているが，一
応その内容も含めて考えると事務組織は整備されつつあったと考えてさしつ
かえない。以上はプラス面での評価であるが，一方鉱長，管事以下役職員の
数が多く，序列がこまかすぎるという印象をもつ。表６．５より1900（明治
－１９１
33）年の時点で坑夫数は412であったから,それより10年も前の尾小屋鉱山を
考えた場合に一層その感が深い。おそらくこれは役職員の多くを１日家臣が占
めていたからで，彼らの旧身分に応じてポストを与えた結果，このような編
成になったのではなかろうか。この辺はいまだ組織が近代化していないとい
うマイナス面の評価となる。
第３節横山鉱業部の創設
尾小屋鉱山の発展準備期ともいうべき次の段階は，１９０４（明治37）年７月
の横山鉱業部の創設をもってはじまる。横山鉱業部は1895（明治28）年に買
収していた岐阜の平金鉱山と尾小屋とを合併することによって成った。この
創設は1910年代後半以降の尾小屋の本格的な発展期のスプリングボードでも
あった。
表６．８は尾小屋鉱山の銅生産・鉱区等の指数である。
指数は1900年を100としてあるが,鉱業部創設後の活況はまず鉱区の面に４０
％ほどの増区となってあらわれた（1910年対比)。各所で事業拡大の積極的
な経過をとりはじめた証拠である。一方この間の銅生産量はその増区の伸び
をはるかに上まわっている。しかし1910年代前半まで坑夫１人当りの生産量
はそれほど目立って増加はしていない。
ところで鉱区はそれほど大きく増加していないが，1909～16年の間急激な
生産の拡大がみられる。そして1918～20年にかけてもう一度増加傾向を示す。
以上の点は尾小屋鉱山の生産諸条件の変化と発展の内容を検討するポイント
でもあるが，それは次節にゆだねよう。
横山鉱業部の創設に際して「定款｣｢諸規則」が定められており，その現物
のコピーが手元にあるので紹介しておく（｢明治37年７月１日より」と表紙に
墨書してある)。
「定款」の内容から横山鉱業部の組織をまとめると表６．９となる。
「定款」によると「本部ノ組織ハ横山両家共同ヲ以テ成ル。両家ノ権利義
務ハ葎テ平等トス｣(第１条)とあり，横山隆平本家と分家の隆興が一応対等の
立前１〃、
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表６．８尾小屋鉱山の銅生産指数等
銅生産
指数
５５６
６９６
７８８
６３１
６５４
７０５
７１５
５８１
６２９
608
５８３
５６９
５９９
３６５
４８２
５２２
５４０
５５６
鉱区増
加指数
１８６
１８６
３４３
２３５
２３５
２３５
２３５
２３５
２３５
２３５
２３５
２３５
235
２３５
２３５
２３５
２３５
２３５
鉱区増
加指数
１００
１００
９９
１００
１００
１２８
１３２
１３９
１３９
１３９
１３９
１６８
１２６
２２９
１８６
１８６
１８６
１８６
坑夫１
人産額
一
１６０４
１２６
１３２
１４２
１６９
１８０
１．９３
２．９８
１５４
１４４
１．４３
１．３５
１．４７
０．９１
１７４
１９０
２．０１
２．１９
銅生産
指数
１００
１１９
１５６
１７６
２０２
２１８
２３８
２２４
２４１
２８０
３３８
３８８
４８０
４９７
５２２
５７０
６９０
６２４
坑夫１
人産額
０．７０
０．６９
０．９５
０．８３
０．７２
０．８０
０．７５
０．８３
０．６７
０．７８
０．９６
１．０１
１．１３
０．９４
０．８６
１２７
１３６
１１２
年８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
１
１
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
３
３
３
３
３
３
９
９
９
１
．
１
１
年０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
１
１
１
１
１
１
１
１
９
９
１
１
表６．６と同資料。ただし坑夫１人当り産額の単位はトン。
ハ鉱主ニテ，鉱主中業務ノ進渉ヲ計ル為〆総督総理各一名ヲ置久総督総理
ハ業務全般ヲ総轄シ､…総督ハ本部ヲ主トシ総理ハ鉱山ヲ主トシ相互二兼摂
スルモノトス｣(第７条）と規定されている。また｢鉱主ハ常二業務ヲ視察シ」
（第９条)，「必要ノ都度鉱主会ヲ開クモノトス｣(第10条）とある。鉱主会と
総督・総理の役職を定め，両家の協力関係が示されているわけである。この
点は隆宝館時代と大きな隔りがある。総督は本部を，総理は鉱山を統轄する
ことになっているが，両者は業務全般を総轄するともあり，必ずしも職の分
担が明確ではない。というより総理の実質的な権限が強化されているようで
もある。この間の隆興の経営的手腕が本・分家が対等となるようなかたちで
－１９３－
評価されたのであろう。
「定款」の末尾をみると総督に
は横山隆平の嗣子隆俊が，総理に
は隆興の嗣子章が選ばれているの
がわかる。隆平はともかく隆興は
まだ第一線で活躍中であったので，
文字通り後見役となったのであろ
う。鉱山の５課制は隆宝館時代よ
り引き継がれたままの体制となっ
ている。
横山鉱業部の組織表６．９
総督（横山隆俊）
総理(横III章）
鉱干会
本部
務
掛作錬場計
課課課掛
計
課
務
課
｢横山鉱業部定款」より作成。
第４節銅生産の本格化
1900年代後半以降の尾小屋鉱山の動向を，『西尾村史』（以下「村史」と
略)，『尾小屋鉱山誌』（以下「鉱山誌」と略)，『本邦鉱業の趨勢』（以下「趨
勢と略）の３つの資料の記述から見てみよう。1910年代末迄を次のように
年表風に整理してみた。
1906年大規模な沈澱池，濾過池および石灰攪拝池の増設「村史｣。
1907年大谷鉱山を買収「鉱山誌｣。また大蔵鉱山（山形県)，宮田又鉱山
（秋田県）も買収「村史｣。
1908年本山，波佐羅・五十谷同連絡坑道に着手｢鉱山誌｣。選鉱場を増設
し，クローム・ロール，ハンチングトン・ミル各１台，オーパースト
ローム淘汰台３台等機器の充実を図る゜石油発動機に加え，ガス発動
機も設置。運鉱のため竪坑を掘り，捲揚用原動力としてガス発動機等
を設置｢趨勢｣。職制を鉱物･製錬･工作･会計･庶務課に再編「鉱山誌｣。
1909年横山隆平が死去し，その長男隆俊が相続する。隆興は後見人とな
る「村史｣。
1910年阿手鉱山（石川県）ほかを買収，また阿手発電所も得て動力の電
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化を開始する。製錬所を改築し，回転炉１座を新設，さらに大谷地区
選鉱所を設置「鉱山誌」・「村史｣。
1911年選鉱所に鉱泥淘汰盤を設置し，回焼炉を廃止する。また社宅には
じめて電灯がつく「鉱山誌｣,「村史｣。波佐羅に有望なる新鉱脈を発見
「趨勢」。金沢市内に横山鉱業部の事務所を開設し，同所に隆興の銅
像を建設「村史｣。
1912年白山鉱山（石川県）を買収．大谷地区に変電所が建てられ，金沢
電気瓦斯会社から給電をうけ,捲揚機や選鉱動力に使用を開始「村史｣。
ウィルフレィ，オーパーストローム，チスター各淘汰盤を増設「趨勢｣。
1913年波佐羅，五十谷鉱区に隣接する倉谷鉱山を買収「村史｣｡本山第六
脈に巾８．９尺に達する新脈を発見「趨勢｣。
1914年波佐羅に選鉱場の建設に着手。従来の５課から８課１医局へと職
制を変更「鉱山誌｣。大谷に隣接する雛谷鉱区を買収「村史｣。高品位
の新鉱脈を発見，斜坑捲揚機が完成「趨勢｣。
1915年本山選鉱場の大巾改築に着手「趨勢｣。
1917年大田川丸山発電所の完成「趨勢｣0
1918年尾小屋・小松間の軽便鉄道の開通「趨勢｣。有望な新鉱脈の発見
「村史｣。
これらはあまり多い記述とはいえないが，その中からいくつかの問題を指
摘できる。
まず横山鉱業部創設後，若い横山隆俊・章を押したてて事業の活発化をは
かったが，この間尾小屋鉱山に隣接している鉱山をはじめとして，各地の鉱
山買収を積極的に進めていることがわかる。尾小屋鉱山そのものの鉱区は大
きくは伸びていないが，横山鉱業部全体の所有鉱山は大巾に増加していたと
考えられる。つぎに隆平の跡を継いで隆俊が事業を名実ともににない，また
隆興が本家の後見人の立場に立ち，章とともに両家共同の経営体制を整えた
ことがうかがえる。隆俊・隆興はこの年表にはないが，１９１６（大正５）年あ
いついで死去した。さらに職制の再編成が２度にわたって行われており，医
局の設置など事業体制は整備きれつつあったと考えてよかろう。生産の拡大
－１９５
と歩調をあわせて，度々にわたって選鉱・製錬部門の充実がはかられている。
坑内の生産段階からいえば採鉱部門の機械化には程遠い状況であった。した
がって採鉱部門は基本的には人力依存で，労働量を増加させれば採鉱量の増
加はある程度可能であった。製品の品質とコスト面から見るならば運・選鉱
の部門の機械化・合理化，製錬部門の機械化・効率化が鉱山経営のポイント
であったのである。そのため1910年の阿手発電所の獲得，1912年の金沢電気
瓦斯会社からの給電，1917年の丸山発電所の完成という事項はきわめて重要
な意味をもった。この電力の確保は尾小屋鉱山の坑内外生産諸条件に画期的
の変化をもたらさずにはおかなかった。
坑内諸設備については1900年前後の状態に関してすでに述べたが，その後
1900年代には大きな発展はみられなかった。例えば『本邦鉱業一斑』の1905
年版によると，尾小屋鉱山の「設備之概要」は「捲揚機械二，卿筒一，通風
器一，汽缶二，水車四，石油発動機三｣(21)で，それ以前とたいした違いはな
い。同年の遊泉寺鉱山をみると「捲揚機械－，卿筒七，汽缶四,発電機一｣(22）
で，尾小屋の方がやや遅れた状態を示していることがわかる。さらに『本邦
鉱業一麺の1906年版の尾小屋の項では「運搬ノ方法設備」について「鉄索
『エンドレスロープ』等ノ設備ナシ」とあり，｢鉄道ハ･…悉皆人カニ依ルモ
ノ｣(23)となっている。エントレスロープ機の設置は坑内運搬の機械化の主要
な指標で，この時期には重要鉱山での使用は定着していた。続いて1907年版
には捲揚機は「水重二依ルモノナリ｣(24)と記されている。この点は『日本鉱
業誌』（1908年調査結課)の尾小屋の項も同様である。すなわち捲揚機専用と
して,10馬力の｢くるとん式水車｣1台が使用されていることになっている(25)。
また「採鉱用ノ機械設備ナシ｣(26）とあるように坑内諸機械設備はきわめて貧
弱であった。
ところで『本邦鉱業一斑』の1909年版以降の記事では，尾小屋鉱山の坑内
諸条件の面で明らかに大きな展開がみられる。このことは前掲年表にもあら
われているところでもある。まず1909年版によると捲揚機が１台増設されて
いるが,それは明らかにエンドレスロープ機と思われるものである(27)。翌1910
~年版ではより明確であるが，捲揚用と排水用に２台の発電機が導入され，阿
合も含めて４台の奄夏n機の1史垰管夛ロ庁〃
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った゜これとならんで「自家鉱山用諸機械器具修繕ノ為〆鍛鉄，鋳鉄，仕上
工場ヲ設置｣(28)という記事もある。筆者は鉱山・炭鉱において坑内諸機械の
製作・修繕体制が整備されたことと，その鉱山・炭鉱の経営の体制的確立と
を関連づけて重視する見解をもっているが(29)，その視点に照らすとすると以
上の記事はきわめて重要な意味をもつわけである。さらに捲揚機も４台と倍
増している。なお坑内外の電動機については以後増加を続け,１９１３（大正２）
年の資料では尾小屋鉱山の所有原動機は総数24のうち電動機は半数を占め，
以下発電機１，水車６，石油発動機２，ガス発動機１，汽缶２となっている(30)。
この時点で尾小屋鉱山の生産諸機械は，基本的には電力によっていたと結論
づけてさしつかえない。また全国的なレベルでみても，1910年代初めには設
備の面で先進的鉱山の水準に到達していたと考えられる。
このような尾小屋鉱山の坑内を中心とした生産諸条件の発展と機械化，と
くに電力化の進展の背景には，前述した阿手発電所の獲得等電力の確保とい
う事情があったことはいうまでもない。その電力も社宅の照明用にまで使用
されていたことから考えてうおそらく安定的に供給されていたと推測しうる。
以上の経緯をへて，尾小屋鉱山のこの時期の生産のピークをなすところの
1920(大正９)年までは,おそらくその発展期と位置づけてよかろう。鉱区の面
からみてもγ同年が最高のピークとなっている。表６．８にある坑夫１人当
り生産額の数値は年によって若干の変動があるが，1925年頃までは増加傾向
にある。５年ごとの平均をとるとより明確になるが1905～09年は坑夫１人当
り０．７６トン，1910～14年は0.97トン，1915～19年は1.21トン，1920～25年は
1.60トンという具合で，この間の機械化にともなう効率化がはっきりと理解
できる。ちょうど折よく第１次大戦期に入り銅価格が次第に騰貴し，そうし
た好環境も尾小屋鉱山の発展に拍車をかけた。好況の波に乗って尾小屋・小
松間の軽便鉄道を敷設し銅輸送の安定化と円滑化をはかった。
しかし尾小屋鉱山の経営が本格化し，安定的に発展しつつあった最中にあ
って，後の衰退を暗示するような事態もいくつかおこっていた。従来採鉱の
中心であった波佐羅地区の鉱石に珪酸分が増大しはじめ，製錬作業に支障を
きたすようになった。尾小屋鉱山の銅生産の近代化が時間的にはやや遅かっ
たため，生産の最盛期が銅の世界的好況期の後半にしか重ならなかったとい
－１９７
うことも不運であった。したがって好況による利益増大の期間が短いものと
なり，それだけに戦後恐'慌の波をまともに受けてしまった。
創業以来，尾小屋鉱山と名実ともに苦楽をともにしてきた経営者横山隆輿
の死去は１つの時代の終りを告げていたともいえよう。
兄隆平を盛大な葬儀で送った後，７年後に隆興は67歳で没した。事業家と
しての隆興をどのように評価したらよいのであろうか。あの積極的ではある
が荒っぽい事業へのi蔓進ぶりは武士的な感じが坊佛とする。ここではやや大
胆ではあるが,「士族の商法」の数少ない成功者と評価しておくことにしよう。
同じ士族から身をおこした人物で，日本最大の成功者は三菱財閥の祖岩崎弥
太郎である。隆興と比較すると岩崎は土佐の下級士族の出身であったため，
明治維新後いち早く士族の殻をすてて細心な合理的企業家へと転身し,大きな
栄誉をかちとった。この点で隆興は最後まで士族を捨て切れなかったように
思える。あるいは士族，それも大名格の横山家の分家としての身分を利用し
てさえもいた。それだけにその名も「北陸の鉱山王」にとどまってしまった
のであろう。
横山章はその隆興のあとを継いだ。章は1874（明治７）年に生まれ，東京
物理学校に学んだ。学業を終えた後，父の事業をやがて補佐するために大阪
の大工場を巡歴し，生野鉱山で修業するなどして鉱業に身を投じた。隆平な
きあとの横山家新当主隆俊をよくたすけて，尾小屋鉱山の事業拡大に力を注
いだ。尾小屋の経営の近代化は新しい教育を身につけた章の功績によるとこ
ろが大きかった。尾小屋経営の手碗が喧伝されるにつれて章の活動の場が次
第にひろがっていった。県下の諸事業，例えば銀行・鉄道・電気会社など彼
の息のかかったものは数多い。また1911（明治44）年には金沢商業会議所の
会頭の職にも就いている。さらに大正政変後の衆議院総選挙においては金沢
より立候補し，時の関西財界の巨頭中橋徳五郎と有名な一騎打ちを演じたり
もしている。章は父のように尾小屋にのめり込むことはなく，ある意味では
巾広い実業家としての活躍の道をえらんだといえよう。しかし父のように尾
小屋に全精力を注がなかったこともあって，後述する坑夫のストライキの際
その対応を誤まり，章の名声も尾小屋の経営不振と歩調をあわせるようにや
がて小さなものとなっていった。
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第５節２度の争議とその後の屋刮､屋鉱山
その後の尾小屋鉱山の動向は1920(大正９）年と同22(大正11)年の２度に
わたる労働争議が，その中心をしめていたと考えられる。ここではその争議
の内容の細部について立ち入る余裕はないが，それを通じてこれまでふれる
ことができなかった尾小屋鉱山の労働条件についても多少論及しよう。
横山鉱業部は第１次大戦後から経営が悪化し，戦後恐慌が拍車をかけ，平
金鉱山を廃山としたのをはじめ，鉱山を次々と手ばなしていった。ドル箱の
尾小屋鉱山も不調となり，これ迄の蓄積を一気に解消してしまった。
ところで平金鉱山の閉山に際して，約80名の坑夫が尾小屋に移されたが，
友愛会の活動家が数名含まれていた。｢彼らは，親方制度のもとで一見強いま
とまりがあるが，労働者意識の薄い坑内夫，当局の管理下にあって全くばら
ばらな坑外夫，当局の完全なる御用親睦会に組みこまれている製錬夫，これ
らの尾小屋の労働者達のすがたをみて，団結の必要性を痛感し…･労働者に
粘り強く団結の必要性を説いた｣(31)。そして1919(大正８）年友愛会の尾小屋
支部（当初会員74名）が結成された。友愛会足尾支部が結成された半年後の
ことである。その後の活動は「会員を拡大することに重点を置き，比較的お
だやかな活動をし，会員は月一回会合を開いたり，時たま中央から来た人の
話を聞くことが主なものであった｣(32)といわれている。しかし支部を結成し
たとはいえ尾小屋の場合会員は坑外夫に限られており，全山が結束するとい
うにはまだ力が弱かった。坑内夫，とくに親方クラスの会員拡大に主眼がお
かれた結果，清水藤吉の加入を得ることができた。これを機会に会員が急増
し，友愛会支部を中心として次第に争議の準備がすすめられた。
友愛会支部の当初の要求は「①物価騰貴のため一夫最低二円を支給せられ
たし。②採鉱費は一夫一三銭平均として従来通り支給せられたし。③入坑手
当二○銭は従来通り変更せざること」(33)の３点であった。これらはいずれも
賃金要求とみてよかろう。この要求をもって横山鉱業部との交渉が数回行な
われたが形式的で，鉱業部側は真剣には応じなかった。ついに全面的な拒否
を行なったため，４月４日，労働者約400名はストライキに突入した。スト
３日目，友愛会東京本部から松岡駒吉が労働者の激励に来援したりした。そ
－１９９
して，４月６日夜，一律１日３銭増給することで妥結するに至った。妥結内
容は要求とはほど遠いものであったが，これまで担任（現場監督）の一方的
な勤務評定による賃金査定が横行していた中で，団体交渉を通じて賃金問題
を処理したことは，労働者側にとって大きな自信となった。
夏から秋にかけて労働者の組織化が一層進み，再び「①坑夫一坑（一日）
最低賃金一円四○銭を－円七○銭に引き上げること。②現在医者一人を二人
にして波佐羅，阿手方面にも定時出診させること｣(34)という２点にしぼって
要求書が提出された。
結局11月下旬釿約１週間のストライキを経て，交渉が成立し，合意事項が
会社・坑夫間で確認されるに及んだ。それによると賃上げに関しては「銅価
回復の暁は，鉱山側より進んで賃上げをなす｣(35）という，坑夫側にとっては
不本意な結果となった。勤数賞与，請負単価の面では会社側は若干の譲歩を
行なっている。坑夫側の要求の第２項目については，医師を３名にするなど
かなりの前進をみせている点は注目される。したがって「当初の基本賃金要
求が達成できなかった」が「賃金決定制度，作業監督制度及び共済制度など
にメスを入れることに成功した｣(36）という評価は妥当なものといえよう。
さて，尾小屋鉱山の賃金水準は，この当時どの程度のものであったのか。
「『鉱夫調査概要』をみると1910年（尾小屋が好況期に入っている）の坑内夫
の場合は，同規模の尾去沢の63銭よりも，隣の下降期にある遊泉寺の68銭よ
りも低くて58銭である｣(37）という評価があるが，表６．１０を作成した。
検討に値するような十分な資料は乏しい。尾去沢は尾小屋と同じ程度の産
銅のある鉱山で，三菱鉱業に所属している。また近隣の遊泉寺鉱山とも比較
してみた。平均賃金であるため，賃金実態をどれだけ把握できるか問題は残
る。例えば，１日最高賃金のみで比較すると非常に大きな違いがあったりす
る。しかし尾小屋の坑夫の賃金が他にくらべて劣悪であったとは断定するこ
とはできないであろう。むしろ尾小屋鉱山の最盛期の賃金は平均水準をこえて
いたのではなかろうか｡1910年代以降の資料は一層不足しているが，第１次大
戦前後はやや低下していると予想きれる。それよりも賃金以外の労働条件の
劣悪さがはなはだしかったと思われる。例えば尾小屋の労働者の「尾小屋鉱
身令に1軍少の系甫肋令
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あり，それに仕事が辛くて十二時間(注，製錬部門）もこきつかわれる」という
陳述（1922年争議の公判に際しての証言）はそうした悪条件を伺わせる。ま
た共済制度について「遊泉寺鉱山から尾小屋へ移動してきた労働者がきわめ
て深い不満を漏らしていた｣｡さらに医療施設については「尾小屋では人的物
的ともに決定的に貧弱｣(38)で，それは前述した坑夫の要求の中に深刻に反映
していた｡『鉱夫調査概要』をみても，医者２名，看護婦１名となっており
(1913年),他鉱山と比べて劣っていることがわかる。同資料の中で，尾小屋の
坑夫対策に関する記述は極めて少ない．その中で｢娯楽及慰安二関スル施設」
の章で「説教所ヲ設ケ住僧一人ヲ傭聰ｼ置キ毎月三回以上説教ヲ為ス｣(３，)と
いう記述は数少ない事項のひとつで興味深い。
以上のような尾小屋鉱山の実態は何を物語っているのであろうか。結論的
にいえば，急激に生産を拡大し，しかも銅の好景気に急いで飛び乗った感じ
の鉱山の基盤の弱さを露呈した，といえるのではなかろうか。
鉱山・炭鉱の場合，その労働環境の厳しさから坑夫の移動が激しい。した
がって会社側は良質の坑夫の定着を図り，また出役奨励の意味から，あるい
は危険な作業に従事する坑夫の
保護という目的のために何らか・表６．１０尾小屋鉱山坑夫の賃金比較
の形で共済制度の充実を行なっ 尾小醗山尾去臓山遊泉寺鉱山
ている。とくに大資本系の鉱山 1905年575厘521厘500厘
・炭鉱の場合，そうした実態を ０６５８２６３９６８４
知ることのできる資料の保存力欝 ０７７４４７３７６９５
行なわれている場合力:多い。こ０８６９６７４０７９６
の点については筆者は別の機会0９７０７６８５６７７
１９１０７１５、６８１に論じているのでブ詳しい内容６３０
１１７２０７１７６１５はそれに譲ることにする(40)。共
１３７７９７５２７８４
済制度の観点からみるならIま， １７８４５９３３７４ｒ
その資料は乏しいが尾J､屋鉱山 ２５１，８７５１，５９７
|ま２，３流の鉱山といっても過 出典は1905～11年までは『本邦鉱業一
言ではない。 斑』，1913～25年は「本邦重要鉱山要覧』の各資料によった。いずれも坑夫または
一方，労働事情も周辺農村出坑内夫の１日平均賃金を比較した。
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身の坑夫が多く，従って定着性がそうした関係から強いこと，正確には他に
移動しようがなかったという面もあったようである。前掲『鉱夫調査概要』
によると，尾小屋の坑夫の勤続年数は一年未満のものが27％，５年以上のも
のが42％も占めている。金属山の全国平均は１年未満が36％，５年以上が３３
％であるから，尾小屋の坑夫の勤続年数は比較的長いといえよう。また同資
料から直轄通勤の坑夫の割合をみると，尾小屋は42％であるのに対し，金属
山全国平均は26％であることもわかる。尾小屋鉱山の「こうした状況は山あ
いの田一～二枚と畑を所有しているに過ぎない大倉山麓の尾小屋を中心とす
る近在の農家が，煙毒のために次第に副業である炭焼きもできなくなり，勢
い鉱山に依拠せざるを得なくなっているところから来たものであった。土地
の古老はよろけは恐かったが鉱山に入るより仕方がなく，男子の多くは小学校
高等科卒の年令になればその道をたどった｣(41)と話している。少し長文の引
用となったが，これは貴重な指摘である。このへんに尾小屋鉱山が共済制度
をおろそかにした理由があったのではなかろうか。またそれが争議を呼び起
こし，結果として経営の衰退に拍車をかけてしまった。
１９２０（大正９）年の争議後，勢いにのった坑夫たちは全日本鉱夫総連合会
能美連合会を結成することに成功した。会則・規約も制定し，本部との関係
も明白となり組合としての組織も強固なものとなった。会員数は800名を上
まわったといわれている。
その後，戦後恐慌の際中の1922（大正11）年３次にわたる労働争議があい
ついで起る(４２)。第１次は①鉱場割１日２円とする，②探鉱・採鉱の差別撤廃，
③坑夫を平等とすること，④遺族の扶助料の改善，⑤⑥慰労金の改善，⑦病
休者の保護，⑧積立金の規則の実行，⑨物品代金の明記，⑩医局の医師の常
駐化，といった要求書にもとずいて，４月に５日間のストライキがおこなわ
れた。大阪鉱務官の調停もあって，要求のうち①１日10銭の引上げ，④～⑦
は合意後施行，⑧～⑩はすぐに改善するという内容で妥結して終了した。鰯
横山鉱業部は五国寺鉱区の休山声明を出すという組合対策でまきカコえしを
はかった。それをきっかけに５月，第２次の争議となった。結局坑夫の力に
押され，休山声明撤回によって決着をみたが，鉱業部側の労務管理の非近代
性がかえって浮き掘りになった。
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第３次は７月以降の製錬労働者を中心とした労働争議である。従来製錬労
働者は別組合を組織していたが，坑夫等のストライキの盛り上がりを見てそ
の一員に参加してきたのである。その要求は①12時間の労働時間を８時間に
短縮すること，②皆勤賞手当の改善，③住宅費補助の支給，④製錬工場設備
の完備というものであった。８月，ストライキに入って熔鉱炉の火が消えた
が，一方鉱業部側は清水藤吉ら連合会幹部の首切りという強硬手段で対処し
た。したがって労資の全面的な対決に拡大し，ストライキも43日間の長期間
に及んだ。解雇者も77名に増加し警察の争議への介入もあって，結局「労働
者・山を去る｣(43)となって労働者側の敗北に終った。
１９２２（大正11）年の３次にわたる尾小屋鉱山の労働争議は２度の坑夫側の
勝利によって全面的な労資の対立，全山のストライキという事態を引きおこ
した。しかし労働者側は長期ストを継続する力量の面で不足しており,鉱山と
いう地域的にみて遮断された場所での闘いであったことから,｢やや気の抜け
た様」な「わりきれない｣(44）闘争の結末となった。というより労働者が尾小
屋鉱山に見切りをつけて山を下りた，といった方が正確かもしれない。ここ
ではその地方労働運動としての評価をする余裕はないので，それは別稿を参
照願いたい(45）．◎
労働争議に参加した主要メンバーの解雇という方策で横山鉱業部は山と経
営を守ったが，勝利者とはいえなかった。こうした非常事態におち入る迄に，
鉱業部の労務対策のおくれを指摘しないわけにはいかない。以降鉱業部は尾
小屋の経営の不順に歩調をあわせて経営不振となる。１９３１（昭和６）年には
次の様に報道されるにいたった｡｢横山家の金蔵であった尾小屋の鉱山は却っ
て横山氏衰滅の癌となって進退極まり，遂に債権者の前に山を投げ出してそ
の裁量に移されるより他なかった｣(｢北国新聞｣８月15日付)。一時人手に渡
るが，その年末の12月20日日本鉱業株式会社に買収され，…尾小屋鉱山の横山
鉱業部時代は終った。
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